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新 鮮 な お 魚 を
皆 様 の お 手 元 に

〒190-0012
東京都立川市曙町2-25-9
グランデパッショーネ１F
電話 （042）524-2422
ＦＡＸ（042）524-2434
E-mail:hoshino@twatwa.ne.jp
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松本寝具株式会社

☎050-3358-2522
9:00～ 18:00

寝具リース・リネンサプライ・備品レンタル

http://www.shouwamiki.co.j E-mail:info@shouwamiki.co.jp

コ ス モ 教 育 セ ン タ ー で
英検・漢検・数検を受験しよう！

英検10月１日（土）漢検10月21日（金）数検10月15日（土）

電話０４２-３８３-６４６４ メール easternjk@cosmo-kyoiku-center.jp

市民運動新聞
☎０４２−３８３−６６１１ FAX０４２−３８３−３０３１

Eメール:shiminundo@gmail.comホームページ:https://shimin-undo-np.jp

議員発行物

「子どもオンブズパーソン」開設

◎『村山ひでき 市政レポート』「どこまで
続く？保育園廃園方針をめぐる全員協議会･
･･8月1日は質疑に入れず 8月2日は時間切れ
終了」他(8月8日)/発行:村山ひでき事務所/問
090-3428-2715
◎『噂のこがおもマガジン vol.137』「特集
国基準の園庭保有率、多摩26市ワースト」
他（8月16日)/発行:小金井をおもしろくする
会:白井亨･水谷たかこ/問080-4004-5927(白井)

東 京 都 江 東 区 南 砂 5 － 1 5 － 1 1

ＴＥＬ 03-3645-8511 ＦＡＸ 03-3645-1311

急 な 宿 泊 客 ☆ 学 校 の 合 宿

幼稚園のお泊り行事☆保育所のお昼寝など

～子ども用から大人布団まで品揃え多数～

小金井市東町2-24-17

電話:0422-32-5071

就労継続支援Ｂ型

希望の家

ＮＰＯ法人福祉会
希望の家
障がい者総合支援法

外来診療☎042-386-3757
健康診断・人間ドックあり
月～土曜8:30～17:30(日祝休診）

JR中央線武蔵小金井駅は９月16日で対面

で切符販売などを行う「みどりの窓口」の

営業を終了する。翌17日より同様の営業は、

従来の券売機かコールセンターのオペレー

ターが音声と映像でやりとりする「話せる

指定席券売機」で対応。同券売機で取り扱

えないものは、最寄りの国分寺駅と武蔵境

駅のみどりの窓口の利用をすすめている。

JR東日本は昨年５月、チケットレス化や

社員の再配置を目的にみどりの窓口設置駅

を2025年までに７割削減する方針を発表。

首都圏、地方圏で各70駅程度まで減る。中

央線快速停車駅では、昨年10月に神田駅と

西国分寺駅の、今年３月に高円寺駅、阿佐ヶ

谷駅、西荻窪駅の窓口が閉鎖となった。

JR東日本は各駅の閉鎖理由や今後の予定

は公表していないものの、国分寺駅の職員

によると「規模の小さい駅から徐々に閉じ

ている」という。武蔵小金井駅に設置され

る話せる指定席券売機は１台の予定。入学

や就職などで定期新規購入が多くなる時期

でも臨時の有人窓口

の設置予定は「ない」

(同駅・窓口職員)。

東小金井駅の窓口

は18年６月に閉鎖さ

れ、小金井のみどり

の窓口はゼロとなる。
武蔵小金井駅のみどり
の窓口。８月18日撮影

小金井から姿消すみどりの窓口

第89回NHK全国学校音楽コンクール東京

都コンクール･高等学校の部･本選が８日行

われ、小金井北高等学校が銀賞を受賞した。

本選に出場したのは予選を勝ち抜いた15校

で、北高は金賞３校に次ぐ銀賞を受賞した。

北高コーラス部の城戸口歩実部長(２年)

は本紙の取材に、「日頃の練習の成果をこ

のような形で残すことができ嬉しく思いま

す。今まで私たちを応援

してくださった全ての方々

にお礼申し上げます。今

後も更なる高みを目指し

て謙虚な姿勢で練習に取

り組み、精進します」と

コメント。顧問の難波祐

子先生は「この歴史ある

コンクールは歴代のコー

ラス部員たちにとり特別な思い入れがある

舞台。コロナ禍で一昨年は中止、昨年は録

音審査という形式で、今年は３年ぶりのホー

ル開催でした。現役生にとり、舞台で歌う

コンクールは誰も経験のない中、当日はマ

スク越しではありましたが、お客様の温か

な拍手に包まれて歌う喜びを噛みしめまし

た」と、受賞とホール開催の喜びを語った。

小金井北高コーラス部。「合唱という繊細で奥深い世界を通して今後も生徒た

ちとともに成長していきたいと思っています」(難波先生・写真最前列右端)

シリーズひと- 6８-小金井

小金井阿波おどりを支え続けるひと
「ヤットサー！ヤット

サー！」の掛け声とと

もに小金井の夏を熱く

彩る「小金井阿波おど

り」。コロナ禍を乗り

越え、今秋３年ぶりに

復活する。

「開催の決断は難しかったが、過去の流れ

からコロナ感染のピークアウトは８～９月

だと分析し、10月に開催することを決定し

ました」と語るのは菊池崇裕さん（65・小

金井阿波おどり振興協議会 会長・写真上）。

札幌出身の菊池さんが小金井阿波おどり

に携わり30年が過ぎた。「阿波おどりは幼

児から年配者まで世代を超えてひとつのも

のを創り上げます。他の場所から来た人も

コミュニティに参加しやすく、阿波踊りが

きっかけで結婚し、生まれたお子さんと親

子で参加する仲間も。地域の活性化にも大

事な役割を担っていますね」と菊池さん。

「コロナで踊り手も減少しているので、興

味がある方はぜひ一

緒に踊りましょう」

と笑顔を見せる。

開催は10月１日か

ら２日間。参加は市

内の「連」に限られ、

会場も縮小化されるが、通りに響く熱いリ

ズムは再び市民の心を躍らせるだろう。

小金井阿波おどり振興協議会
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あの熱気が戻ってくる。楽
しみだ(2018年7月撮影)

小金井市は９月１日、「子どもオン

ブズパーソン」を設置する。いじめや

体罰、差別、不登校、虐待など複雑な

問題に悩む子どもの困りごとを受け止

め、子どもの権利の侵害からの救済に

取り組む機関で、子どもが直接相談で

きる。相談・調査

の専門員が対応す

る。「多摩26市で

は国立、西東京に

続き３市目の設置。

子どもたちが来や

すいよう工夫して

いく」(前田裕女・

市児童青少年課主

査)。市は2009年、

「小金井市子ども

の権利に関する条

例」を制定。子ど

もの権利を尊重し

たまちづくりを目

指している。

相談室。キッズスペー

スも設置予定

小金井市子ども家庭部児童青少年課子どもオンブ
ズパーソン相談室 子ども専用➿0210-770-977
大人用042-388-4370 相談できる曜日･時間：月･
火･水･金 午後１時～７時 土 午前10時～午後４
時 〒184-0012 小金井市中町3-9-10 Costa４階
手紙やEメールでも相談可。

子どもが電話をかけて相談でき
る公衆電話の設置場所とかけ方
を学べるイベント「オンブズか
らの挑戦状 公衆電話をさがせ！」
を８月31日まで実施中。10円玉
をもってでかけ市内の公衆電話
から下記のフリーダイヤルに電
話。メッセージを残せば９月１
日以降、相談室で景品と交換で
きる。問合せ：市子ども家庭
部児童青少年課042-387-9847

公衆電話をさがせ！

～子どもの権利を尊重したまちづくり推進～


